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ϕ 90ʙ420 mmであったɻੜ࢈ೳ཰の্޲およびɼお٬༷からのサイズ֦େと඼࣭อূମ੍のڧԽのごཁ๬にԠ
えるべくɼҎԼの 3 ఺のվળを࣮ࢪ
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ヤード಺にԾஔきしたビレットをࡐڅするࡍにラベルಡऔを
੒はɼ୺෦ߏするɻラインのࢪ඼৘ใのর߹を࣮ݱいɼߦ
໘औりから࣓ค୳ইまでを࿈ଓしてࠪݕॲཧができるߏ੒
としているɻඪ४తなํࠪݕ๏はɼ࿙Ӯ࣓ଋ୳ইػʢMagnetic 

Leakage Flux Tester, MLFTʣで୳ইしたޙɼܽ ؕ෦をNo. 1ʙ
4グラインダーにてखೖれআڈしɼさらにखೖれ෦のܽؕ࢒
ଘ ঢ় をگ No. 1 ࣓ ค ୳ ই ૷ ஔʢManual Magnetic Tester, 

MMTʣにて֬ೝするプロセスであるɻखೖれ෦にܽؕ࢒り
があればɼ࠶౓グラインダーखೖれを࣮ࢪするɻ

図 3に֎ൢビレットਫ਼੔レイアウトをࣔすɻද໘ᙪを׬
શにআ ڈ
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ʾ4Sʢ࣮ମ஁࿉における஁࿉લ / ஁࿉ޙのஅ໘ੵൺʣを֬
อするためɼૉࡐは 24 t ୯ॏの߯մをద༻しているɻプロ
セスはਤ 1の໼ҹにࣔすようにɼ2ヒートѹԆで੡଄してい
るɻ1ヒート໨は఺ઢの໼ҹのྲྀれでɼૉ߯ࡐմをۉ೤࿍に
てঢ೤したޙɼBDミルにて 540 mmʷ700 mmのブルーム

にサイジングするɻѹԆޙのブルームはҰ୴ྫྷ٫されɼ୺
෦クロップを੾আしたޙにブルームグラインダーにてද໘
ᙪखೖれをߦいɼ࠶びՃ೤࿍にてঢ೤するɻ2ヒート໨は࣮
ઢの໼ҹのྲྀれでɼBDミルѹԆにてサイジングブルームか
らॴఆのؙ๮サイズにѹԆ੒ܗしたޙɼྫྷ٫ɾバリऔりを
ఔにೖるɻ޻ࠪݕいɼߦ
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Gm ஋はゼロۙ๣でありɼߋなる Gm ஋の্޲がඞཁと൑அ
したɻGm ஋をେきくするためにはɼさらにѹԼ཰をେきく
すればよいがɼѹԆՙॏ཯଎となるɻザクѹணはѹॖԠྗ
のみならずɼѹԆԹ౓およびѹԼ࣌ؒの֬อによりଅਐさ
れることが஌られている 5ʣɻѹԆԹ౓の֬อはͷ



ϕ 450 mm圧延丸棒の高品質，高能率プロセス開発

ʵ 53 ʵ JFE ٕใ No. 39ʢ2017 ೥ 2 ݄ʣ

がෆཁでありɼॴཁిྲྀがプロッド๏にൺべগなくলエネ
ルギーޮՌもあるɻヨーク๏の୳ইݪཧについて図8にࣔすɻ
ճసするؙ๮ビレットදൽԼを࣓ྗઢがྲྀれることによって
Ұ࣓Խしɼܽؕ෦で࿙Ӯした࣓ྗઢにより࣓คӷが෇ணɼۉ
ܽؕ໛༷がුき্がるݪཧであるɻ
プロッド๏ではɼ༗֐ᙪではないがɼిۃ઀৮に൐うら
せんঢ়のඍখԜみがൃੜする৔߹があるɻこれにରしɼヨー

ク๏ではඇ઀৮࣓ԽのためඍখԜみはൃੜしないɻまたɼ
ؙ๮ビレット௕खํ޲に࣓Խヨークユニットを 4ヶॴ഑ஔす
ることでɼ࠷௕ 13 mのؙ๮ビレットのશ௕ɾશप࣓ԽをՄ
ೳとすることができたɻ

4.2	 AUT 処理の能率向上

಺෦୳ইはɼ֎ൢビレットਫ਼੔ラインの AUTにて୳ইし
ているɻ֎ൢビレットਫ਼੔の޻ఔのதでの཯଎は AUT ఔ޻
であるɻAUTはܘࡐがେきいほどɼすなわちɼ୳ই૸ࠪද
໘ੵがେきいほど୳ই࣌ؒが௕いɻまたɼAUT ࡐఔでは޻
ྉ۠ܘ෼による୳ইヘッドのܕସえఀؒ࣌ࢭのൺ཰がߴいɻ
さらにɼߍਖ਼ಈ࡞や୳ইಈ࡞のサイクルタイムにも࣌ؒをཁ

図 8　ヨーク法原理の概要

Fig. 8  Schematic of yoke method principle

図 9　AUT の概略図

Fig. 9  Schematic of AUT

図 10　（a）従来および（b）改造後の AUT 探傷ヘッドの構造

Fig. 10  AUT heads unit constraction of (a) conventional and (b) improved
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